
ガソリンエンジン

▼19世紀の後半、フランスのルノアールが
火花で点火する２ストロークエンジンを発明、
その後改良され、1880年代にはドイツのG.
ダイムラーやK.ベンツ、W.マイバッハがほぼ
同時期に４ストロークガソリンエンジンを開
発し、自動車を製造します。

４サイクルエンジンの動き

▼稼働プロセスは、空気とガソリンが混ざり
あった「混合気」をシリンダーに入れ、ピス
トンが圧縮された時に、電気火花で点火して
燃焼、これにより膨張が起き、ピストンが押
し下げられます。この力を、コンロッドとク
ランクシャフトの組み合わせで回転力に変換
するのが基本の仕組みです。ガソリンの揮発
性を利用したエンジンです。
▼1880年代、４ストロークエンジンを使っ
て、ベンツが四輪自動車を、ダイムラーが二
輪車（オートバイ）を作りました。以後自動
車は線路に縛られず、ガソリンがあればどこ
にでも貨物や人を運べるツールとなりました。
※ 2026年現在ダイムラーとベンツは「ダイム
ラーベンツ」社として自動車を作っています。

▼ガソリンエンジンを積んだ自動車が開発さ
れてわずか20年、アメリカ合衆国で衝撃的
な自動車がデビューします。
▼1908年、ヘンリー＝フォードが発表した
「フォードモデルT」です。これまで手作り
だった自動車をベルトコンペア方式で大量生
産しました。以後1927年まで基本的なモデ
ルチェンジのないまま、1,500万7,033台
が生産されました。。4輪自動車でこれを凌
いだのは、唯一2,100万台以上が生産された
フォルクスワーゲン（ビートル）だけです。
その廉価さから、T型フォードはアメリカを
はじめとする世界各国に広く普及しました。
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「SANO Tech 100」創刊号では、蒸気機関を特集しました。人間が、初めて人力・動物以外の
「動力」を持ったのです。蒸気機関が人類初の「内燃機関（中で燃やしたエネルギーを動力に変え
るもの）」です。今日はガソリンエンジンについてお話しします。
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ダイムラーとベンツ

フォードTとヘンリー・フォード

←ベンツの四輪車

↓ダイムラーのバイク
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